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新型コロナウィルス感染者の数が減少し，少しずつ元の生活に戻りつつあります。しかし，

感染者減少の要因がわからない状況ですから，二川まちづくりセンターでは，感染拡大防止

に向けて，引き続き気を抜くことなく取り組んでまいります。今後ともご協力のほど宜しく

お願いいたします。 

 

 

 

 

１１月２３日（火・祝）に二川まちづくりセンターにおいて，

各自主防災組織がお互いに助け合えるよう，川原石地区自主防災

連合会で地区防災訓練を行いました。新型コロナウイルス感染拡

大防止のため，参加人数は制限していましたが，防災講習・避難

訓練・初期消火・煙中体験・救急講習等，皆さん熱心に取り組ん

でおられました。いざという時に「安全かつ迅速に」適切な対応

ができるよう，日頃から心がけていきたいものです。今後，訓練

を通して学ばれたことを各自治会から伝達される予定です。災害

時には，共通認識をもって対応していきたいものです。 

 

 

 

 

呉市港湾漁港課が管轄する川マリンパーク川原石は，二川まちづくりセンターが窓口になって，

皆さんに利用していただいています。 

現在，健康遊具等が置いてあるエリアは草木が繁茂し，見通しが悪く，地域の皆様から，防犯

上不安だ，という声が聞かれました。そこで，このたび子供たちや利用者の皆様が，安全に利用

できるように，呉市中央西体育協会の方々と港湾漁港課が協力して，草木の伐採等整備を進め

ています。おかげさまで，広場は見通しが良くなり，利用者の皆様の安全が確保されるようになり

ました。 

呉中央西体育協会の皆様，ご協力ありがとうございました。これからも宜しくお願いいたします。    

 

 

二川まちづくりセンター年末年始の休館日 
     ◎１２月２８日（火）臨時休館日 

     ◎１２月２９日（水）～１月３日（月）休館日                       
 
★４月利用分の受付 １月４日（火）８：３０～ 



 

          

 

１１月２４日（水）１０時から，講師の石川先生に指導していただき，クリスマス

のリースを作りました。石川先生がお手本で作ってくださったリースをもとに，

おのおのがデザインを考え，アドバイスを受けながら，世界に一つしかない

「すてきなクリスマスリース」ができあがりました。 

二川まちづくりセンターとしては，初めて開設した講座でしたが，参加者の

皆様には，「とても良かった。」と好評でしたので，来年度もぜひ「クリスマスリー

ス作り」講座を開設したいと考えています。 
 
〔参加者の感想から〕 

○ 楽しい講座をありがとうございました。久しぶりに熱中してものづくりにチャンジできたよう

に思います。時間があっという間に過ぎ，きれいなリースができて豊かな気分になれました。講

師の先生は，わかりやすく丁寧にご指導くださり，ありがとうございました 

○ 講師の先生は，一人ずつ丁寧に見てくださり，わからないことや困ったことをすぐに質問する

ことができて良かったです。今年は，家の玄関が華やかになるのでうれしいです。 

○ 家に飾り，ワクワクして過ごせそうです。 

○ 初めてのリース作りでした。とってもとっても楽しく 

て，あっという間に時間が過ぎてまいました。 

○ 先生が丁寧に指導してくださったので，自信をもって 

作ることができました。自己満足かもしれませんが,でき 

は１００点です。時間があれば季節ごとに自宅でも作製したいと思っ 

ていきたいと思います。 

（感想は，一部抜粋させていただきました） 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                                
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは剣道四段の星子啓太選手をご存じでしょうか。彼は，１１月３日（祝・水）に開催され

た“全日本剣道選手権大会”において，優勝されました。全日本選手権で優勝することはとてもす

ごいことですが，星子選手の所属欄に「無職」と記載されていたことはさらなる驚きでした。その

ような環境で彼はなぜ優勝できたのでしょう。優勝するまでの彼の努力について少しご紹介したい

と思います。 

星子選手は，高校時代に高校四大会を制覇しました。筑波大学時代には，全日本学生選手権で優

勝するとともに，世界選手権においては，日本代表として団体で日本を優勝に導く等，超エリート

選手でした。 

しかし，このようなすばらしい選手でありながらも，昨年は警察官の試験に合格することはかな

いませんでした。生まれて初めての挫折。そこで，星子選手は，両親に支えてもらい筑波大学に残

ることにし，学生と朝夕稽古に励むなど練習環境を確保することができました。インタビューでも

両親へ感謝を述べています。 

「禍転じて福となす」いや，「逆境を乗り越え，栄冠を勝ち取ることができた」といえるでしょ

う。この優勝は，星子選手の人生において，とても価値あるものになったはずです。優勝しても謙

虚な姿勢でおごることはありませんでした。優勝インタビューから，彼の謙虚な人となりはうかが

えましたが，この優勝できっと一回りも二回りも成長されたはずです。「逆境を不幸と捉えず，不

断の努力をしていくことの大切さ」を星子選手から学ばせてもらったように思います。 


